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はじめに
ネズッポ科イッポンテグリ属（Callionymidae: 

Dactylopus）は世界でイッポンテグリ Dactylopus 

dactylopus (Valenciennes, 1837)と Dactylopus kuiteri 

(Fricke, 1992)の 2有効種が知られ，日本には前者

のみが分布する（中坊・土井内，2013；Fricke et 

al., 2021）．イッポンテグリは東インド洋と西太平

洋の砂泥底に生息する底生魚であり，腹鰭に棘と

第 1軟条が合わさった遊離する鰭条をもつことが

特徴である（Fricke, 2001；中坊・土井内，2013）．

最大で体長 250 mmになり，東南アジアでは海老

底曳網漁でよく漁獲され，魚粉製品の原料に利用

されている（Fricke, 2001）．

2021年 8月 18日に鹿児島県大隅諸島の屋久島

においてイッポンテグリが撮影された．この写真

は本種の屋久島における初めての記録となるた

め，ここに報告する．

材料と方法
イッポンテグリの水中写真（Fig. 1）は，2021

年 8月 18日に鹿児島県熊毛郡屋久島町一湊（屋

久島北部）のダイビングポイント，一湊タンク下

No. 3（30°27′34″N, 130°29′24″E）の水深 20 mの

海底で第 2著者によって撮影された．この水中写

真は，鹿児島大学総合研究博物館の画像データ

ベース（KAUM–II）に登録されている． 

結果と考察
屋久島で撮影された個体は，腹鰭の前部に遊

離する 1鰭条をもつこと，体が茶褐色であること

が中坊・土井内（2013）が示したイッポンテグリ

Dactylopus dactylopusの特徴とよく一致したため，

本種に同定された．

本種はこれまでに日本からオーストラリアに

かけての東インド洋と西太平洋から記録されてお

り（Fricke, 2001；中坊・土井内，2013），国内で

は静岡県，愛媛県，奄美群島（奄美大島・沖永良

部島），沖縄諸島，宮古諸島（宮古島），および八

重山諸島（西表島）から記録されていた（岡村，

1997；中坊・土井内，2013；Nakae et al., 2018；

岩坪，2019；Motomura and Uehara, 2020）．なお，

鹿児島県におけるネズッポ科魚類相を報告した岩

坪・本村（2010）は，鹿児島県産イッポンテグリ

の標本（KAUM–I. 17780，標準体長 96.1 mm；

KAUM–I. 17806，標準体長 87.0 mm；KAUM–I. 

17807，標準体長 52.9 mm）を報告し，琉球列島

産である可能性を示唆したが，詳細な産地は不明

とした．

本種は屋久島の魚類相を包括的にまとめた

Motomura et al. (2010) や Motomura and Harazaki 

(2017)においても記録されていないため，屋久島

において撮影された個体は本種の同島における初

めての記録となる．

水中写真に基づくイッポンテグリ ( ネズッポ科：イッポンテグリ属 )
の屋久島からの初記録
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Fig. 1. Underwater photograph of Dactylopus dactylopus (KAUM–II. 108) taken at a depth of 20 m off Isso, Yaku-shima island, Osumi 
Islands, Kagoshima, Japan, on 18 August 2021 (photo by S. Harazaki).


